
 

熊学保第３０号 

令和８年（２０２６年）７月１日 

公益社団法人熊本県薬剤師会長 様 

 

公益財団法人熊本県学校保健会     

会長 水 足  秀 一 郎    

 

   第６４回熊本県学校保健研究協議大会の開催について（依頼） 

平素より、本会の運営に御支援、御協力を賜り感謝申し上げます。 

さて、標記大会を別添要項のとおり開催します。 

つきましては、貴機関からの参加者につきましては、各団体等でとりまとめていただき、

別紙参加者名簿により、７月２２日（水）までに、県学校保健会事務局まで、お申し込み

ください。 

なお、大会参加料（2,000 円）につきましては、送付された参加申込書に基づき、申込

責任者あて「請求書」と「振込票」を、後日送付します。 

公益財団法人熊本県学校保健会事務局 

〒862－8609 

熊本市中央区水前寺 6－18－1  

県教育庁県立学校教育局体育保健課内 

担 当：岩 田・草 野 

TEL 096－384－4482  

FAX 096－285－7744 

e-mail：info@kumagakuho.or.jp 



第６４回熊本県学校保健研究協議大会要項 

１ 趣 旨 

子どもたちを取り巻く近年の社会環境や生活様式の急激な変化は子どもたちの心身に

大きな影響を与え、いじめや不登校、薬物乱用、性の問題行動、生活習慣病の兆候、ア

レルギー疾患、心の健康問題など、深刻かつ多様な健康問題が生じている。また、事

件・事故についても、学校内外を問わず児童生徒が被害を受けるケースが生じており、

学校安全の確保も重要な課題となっている。 

このような中、学校教育においては、家庭や地域社会との連携をより一層深め、子ど

もが自ら学び、自ら考え、主体的に行動できるよう、たくましく「生きる力」を育むと

共に、生涯を通じて心豊かに生きていくための健康教育の推進が強く求められている。 

本大会は、これまでの研究の成果を踏まえ、健康に関する上記のような今日的及び将

来に向けた長期的な課題や安全管理等について研究協議をし、もって本県学校保健・安

全の充実発展に資する。 

２ 研究主題 

生涯を通じて、心豊かにたくましく生きる力をはぐくむ健康教育の推進 

～心身の健康づくりに主体的に取り組む子どもの育成～ 

３ 主 催（予定） 

公益財団法人熊本県学校保健会 熊本県教育委員会 

玉名市教育委員会 荒尾市教育委員会 玉東町教育委員会 和水町教育委員会 

南関町教育委員会 長洲町教育委員会 

４ 主 管 

玉名郡市学校保健会 荒尾市学校保健会 

５ 後 援 

熊本県 玉名市 荒尾市 玉東町 和水町 南関町 長洲町 

公益社団法人熊本県医師会 一般社団法人熊本県歯科医師会 

公益社団法人熊本県薬剤師会 一般財団法人熊本県ＰＴＡ教育振興財団 

熊本県ＰＴＡ連合会 熊本県公立高等学校ＰＴＡ連合会 

熊本県私立中学高等学校協会 熊本県国公立幼稚園・こども園会 

一般社団法人熊本県私立幼稚園連合会 

玉名郡市医師会 荒尾市医師会 玉名郡市歯科医師会 荒尾市歯科医師会 

玉名郡市薬剤師会 荒尾市薬剤師会 玉名市ＰＴＡ連絡協議会 

荒尾市ＰＴＡ連合会 玉名郡ＰＴＡ連合会 

                                                                                 

６ 期 日 

令和８年（２０２６年）８月１８日（火） 



７ 会 場 

全体会及び班別研究協議会   「玉名市横島町公民館」を主会場とする予定 

〒 865-0072 玉名市横島町横島 3644 

TEL  0968-84-2122  

８ 日 程 

 10:30        11:20 12:20  12:40     13:20        14:30 14:45           16:40 

班別研究 

協議会 

事前打合せ会 

 

受 付 
開会行事 

表彰式 

特別講演 

説明・講師紹介 

５分 

講 演   ６０分 

質疑・謝辞 ５分 

休

憩 

班別研究協議会 

説明等     ５分 

発表  ２０分×２人 

全体質疑   １５分 

〈休憩 １０分〉 

グループ協議 ２５分 

指導助言   ２０分 

９ 内 容 

（１） 開会行事 

○ 第６４回熊本県学校保健研究協議大会 主催者挨拶 

熊本県学校保健会会長 

熊本県教育委員会  

○ 令和８年度熊本県学校保健会表彰 

 

（２） 特別講演 

〇 演 題   命をつなぎ 愛を育む 

～「こうのとりのゆりかご」の体験を通して～ 

〇 講 師   一般社団法人子ども大学くまもと 

学長・理事  田尻 由貴子 氏 

     

（３） 班別研究協議会 

班 名 分 類 課     題 会 場（予定） 

第１班 

 Ａ 保健・安全における学校経営・組織活動 

玉名市横島町公民館 
 Ｂ 学校安全（災害安全、交通安全、生活安全） 

第２班 

 Ａ 心の健康・健康相談 

玉名市横島町公民館 
 Ｂ メディアと生活習慣 

第３班 

 Ａ 歯・口の健康づくり 

玉名市横島町公民館 
 Ｂ 学校環境衛生活動（含む 喫煙、飲酒、薬物乱用止） 

第４班 

 Ａ 性に関する指導 

玉名市横島町公民館 
 Ｂ 疾病予防（生活習慣病、肥満・痩身、感染症、視力等） 



１０ 参加者 

（１）参加の範囲 

ア 幼稚園・小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校の校長（教

頭）園長、保健主事、養護教諭、養護助教諭、教諭、講師及びＰＴＡ会員 

イ 学校医・学校歯科医・学校薬剤師 

ウ 市町村教育委員会職員 

エ その他学校保健関係者及び学校保健に関心のある者 

（２）参加申込方法 

ア 各郡市小中学校は、大会参加料（１人 2,000円）を添えて、各郡市学校保健会

へ申し込む。 

各郡市学校保健会は、参加者名簿を県学校保健会へ提出するとともに、大会参

加料を取りまとめて、「振込票」にて振込む。 

イ 各県立高等学校は、大会参加料（１人 2,000円）を添えて、高等学校保健会へ

申し込む。 

高等学校保健会は、関係高等学校分の参加者名簿を県学校保健会へ提出すると

ともに、大会参加料を取りまとめて、「振込票」にて振込む。 

ウ 特別支援学校、その他関係学校及び三師会、ＰＴＡ等の参加申し込みは、別紙

参加者名簿に必要事項を記入のうえ、熊本県学校保健会事務局へ送付すること。 

大会参加料（１人 2,000円）は、送付された参加申込書に基づき、申込責任者

あてに後日「請求書」と「振込票」を送付するので、取りまとめのうえ振り込

む。 

エ 発表者、助言者、主管郡市学校保健会の大会運営役員については、大会参加料

は不要とする。 

オ 弁当注文はとりまとめないので、各自昼食を済ませて、受付を済ませること。 

受付は、「玉名市横島町公民館」の予定。 

  

※ 県学校保健会への参加申込み締切日   令和８年７月２２日（水） 

県学校保健会への大会参加料納入期限  令和８年８月１８日（火） 

   

１１ 大会誌代及び大会誌の配付 

（１）大会参加料は、１人 2,000円とする。 

（２）参加料の返却はしない。ただし、欠席のときは、大会誌を後日送付する。 

    

１２ 事務局 

〒８６２－８６０９ 

熊本市中央区水前寺６丁目１８－１ 県教育庁県立学校教育局体育保健課内 

・公益財団法人熊本県学校保健会     TEL ０９６－３８４－４４８２ 

                       FAX ０９６－２８５－７７４４ 

・熊本県教育庁県立学校教育局体育保健課 TEL ０９６－３３３－２７１２ 



班
分
類

課　　　　題 趣　　　　　旨

1 心豊かにたくましく生きる力を育てる学校経営の進め方
について

2 　保健主事を核として推進する健康教育の在り方について

3 学校、家庭及び地域社会が連携した学校保健委員会の
効果的な取組について

1 自らの安全を守るために主体的に行動し、他の人々の安
全にも気配りができる児童生徒の育成について

2 安全で安心な社会づくりへの参画を意識し、自らの責任
を自覚して行動する児童生徒の育成について

3 学校・家庭・地域社会と連携した安全教育・安全管理の
進め方について

1 児童生徒の実態に即した心のケア等の支援や健康相談
の進め方について

2 学校・家庭及び地域の関係機関との連携を図った心のケ
アの進め方について

3 養護教諭その他の教職員が連携した組織的な健康相談
の進め方や校内体制づくりについて

1 　メディア利活用と生活習慣の実態や問題点等について

2 メディア利用を適切に調整し、バランスのとれた生活習慣
を維持する方法やその内容について

3 学校、家庭及び地域と連携したメディア利活用と生活習
慣の進め方について

1 健康診断の効果的な実施と健康教育への結果の活用に
ついて

2 各教科、特別活動及び総合的な学習の時間等との連携
を図った指導計画の作成と指導の進め方について

3 学校、家庭及び地域社会と連携した学校歯科保健活動
の進め方について

1 学校環境衛生活動の計画策定と実践・改善及びその進
め方について

2 喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育に関する指導計画の作
成と指導の進め方について

3 学校・家庭・地域社会と連携した学校環境衛生活動（含
む　喫煙、飲酒、薬物乱用防止教室）の進め方について

1 発育・発達段階や健康課題に即した性に関する指導の
進め方について

2 各教科、特別活動及び総合的な学習の時間等との関連
を図った性に関する指導の指導計画の作成と実施及び改
善について

3 学校、家庭及び地域社会と連携した性に関する指導の
進め方について

1 発達段階に応じた疾病予防（生活習慣病、肥満・痩身、
感染症、視力等）の保健指導計画の作成と実践について

2 各教科、特別活動及び総合的な学習の時間において、
養護教諭その他の教職員が連携した組織的な疾病予防
の実践及び改善について

3 学校、家庭及び地域社会が連携した疾病予防の進め方
について

疾病予防（生活習慣病、肥満・痩
身、感染症、視力等）
　
　多様化する現代的な健康課題（疾
病予防）に対応するための保健活動
の進め方

　現代的な健康課題への対応にあ
たり、年齢や生活環境などに応じ
て、運動、食事、休養、睡眠の調
和の取れた生活を続けること、及
び感染症防止対策が必要である。
　そのため、生涯にわたって健康
を保持増進するための疾病予防に
関する指導の進め方について協議
する。

4

学校環境衛生活動（含む　喫煙、飲
酒、薬物乱用防止）
　
　快適な学校環境づくりを目指す学
校環境衛生活動の進め方、及び、安
全で豊かな社会と健康を育てるため
の喫煙、飲酒、薬物乱用防止教室の
進め方

　安全で快適な学習環境を作るため
に、学校環境衛生基準を踏まえた学
校環境衛生活動の進め方について協
議する。
　発達段階に即し、喫煙や飲酒、薬
物乱用防止教室を推進する方法につ
いて協議する。

3

歯・口の健康づくり

　確かな健康観と実践力を育てる
歯・口の健康づくりの進め方

　生涯にわたる健康づくりを実践す
るため、歯・口の健康づくりを目指
した学校歯科保健活動の進め方につ
いて協議する。

Ｂ

心の健康・健康相談
　
　豊かな人間性と社会性をはぐく
み、心の健康の保持増進を目指す健
康教育・健康相談の進め方

　いじめ、不登校、事件・事故等を
含む災害等に伴うメンタルヘルスに
関する問題が多様化していることか
ら、心の健康の保持増進をめざす教
育活動のあり方や進め方について協
議する。
　心身の健康問題の解決に向け、養
護教諭その他の教職員が連携した健
康相談の進め方について協議する。

性に関する指導

　生涯を通じて健康な生活を営むた
めの資質や能力を育てる性に関する
指導の進め方

　発育・発達段階に即した性に関す
る指導の進め方について協議する。

2

メディアと生活習慣

　メディアの利活用の現状と生活習
慣について

　メディアは、様々な情報を収集し
たり、伝達するのに欠かせないもの
となっている。一方、長時間メディ
アに接することによる生活習慣の乱
れや健康への影響が懸念される。
　このため、メディア利用が心身の
健康に与える影響と、生活習慣のあ
り方について協議する。

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

班別研究協議会の課題・趣旨・協議内容
協　　議　　内　　容

保健・安全における学校経営・組織
活動
　
　心豊かにたくましく生きる力をは
ぐくむための特色ある学校経営と組
織活動の進め方

　心豊かにたくましく生きる力を育
てるための学校経営の進め方と学
校・家庭・地域社会が一体となった
効果的な学校経営・組織活動の実施
及び保健主事等の果たす役割につい
て協議する。

学校安全（災害安全、交通安全、生
活安全）
　
　生涯を通じて安全な生活を送る基
礎を培うための安全教育の進め方

　生涯にわたり安全な生活を送るた
めの資質や能力を育成するため、学
校・家庭・地域社会の連携による安
全教育・安全管理の進め方について
協議する。

1

Ａ

Ｂ



班
分
類

課　　　　題 発　　表　　者 指導助言者

班別研究協議会の発表者・指導助言者一覧

1

Ａ

保健・安全における学校経営・
組織活動
　
　心豊かにたくましく生きる力
をはぐくむための特色ある学校
経営と組織活動の進め方

　人吉市立第三中学校
　　養護教諭　　杉本　恵莉香

Ｂ

学校安全（災害安全、交通安
全、生活安全）
　
　生涯を通じて安全な生活を送
る基礎を培うための安全教育の
進め方

　菊陽町立菊陽中部小学校
　　教諭　　島田　美彦

（菊陽町立菊陽北小学校前校長）

　天草市立御所浦中学校
　　校長　　黒川　雅弘

2

Ａ

心の健康・健康相談
　
　豊かな人間性と社会性をはぐ
くみ、心の健康の保持増進を目
指す健康教育・健康相談の進め
方

　熊本県立熊本商業高校
　　養護教諭　　吉住　有希

　熊本市立帯山小学校
　　養護教諭　　西　祐以

Ｂ

メディアと生活習慣

　メディアの利活用の現状と生
活習慣について

3

Ａ

歯・口の健康づくり

　確かな健康観と実践力を育て
る歯・口の健康づくりの進め方

　宇城市立海東小学校
　　養護教諭　　岩岡　里美

　上天草市立姫戸小学校
　　養護助教諭　　上田　享代
　　栄養教諭　　  花田　千賀

Ｂ

学校環境衛生活動（含む　喫
煙、飲酒、薬物乱用防止）
　
　快適な学校環境づくりを目指
す学校環境衛生活動の進め方、
及び、安全で豊かな社会と健康
を育てるための喫煙、飲酒、薬
物乱用防止教室の進め方

4

Ａ

性に関する指導

　生涯を通じて健康な生活を営
むための資質や能力を育てる性
に関する指導の進め方

　山都町立清和小学校
　　養護教諭　　吉﨑　洋子

　熊本市立麻生田小学校
　　教諭　　坂本　由梨子

Ｂ

疾病予防（生活習慣病、肥満・
痩身、感染症、視力等）
　
　多様化する現代的な健康課題
（疾病予防）に対応するための
保健活動の進め方

　玉名市立築山小学校
　　校長　　池田　健一

　玉名教育事務所ＳＳＷ
　　社会福祉士　神谷　公省

　熊本県歯科医師会　副会長
　大林歯科診療所
　　所長　大林　裕明

　九州看護福祉大学
　　准教授　松崎　美枝
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申込責任者（　　　　　　　　　　） 電話番号（　　　　　　　　　　）

第６４回熊本県学校保健研究協議大会参加者名簿

（学校・個人、郡市・高等学校学校保健会・取りまとめ機関　兼用）

備考

学校名・学校保健会名

№ 氏名 所属 職名


